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ズ

ム

概

論

,

、

0
r

j 

*
J

爲

舰

.
’

ほ

i
可

土

を

以

，
目
世
ら
れ
而

.し
て
爲
政
家

®

企n

は
捕

g

地
贸
凝
を
し 

て
^

^

^
る
«

家
敬
入

<0
泉
«

允
ら
し
む
る

^
.存
せ

'办
。

1

5

够
る
刼
調

^

^

.
■

.

細
す
る

3

.
 

る
、
産
業

0

装 

_

行

富

を

加

し

减

孟

錯

銜

5

る
諸
般
；

r

w

f
益

I

和
す
る

R

在

t
 

f

者
は
祛
外
の

®

格
1

拂

.モ
こ
と
な
く
、生

f

は
，

其

製

品

益

言

f

 ,

こ

I

 

<、s

l

掘

Q

競
？

受
く
る
こ

5

 

く
、普
く
個
人
ミ

乘

I

T

 

i

t

 
く

®
 
5

る

I

I

を

f

と
す

J

即

I

目
的
た
り
し
な

t
 

手

H

業
、2

及
I

習

I

は

爾

蕾

親

受

ガ

1

5

も
.。

f

而

し

識

i
l

w
l

l
l

な

2

國
家
的
；干

|

 r

管

影

f

勸
る
に
同

.

一

條
件
め
下

S

勿
論
、都
市
凝
磐
の
時
代
に

?

て

も

湯

2

S

有
b

し
'座
.
S

消
®
は

次

第

關

係 

猶
*

し
、k

 

I

直

S

に
I

s

め
m
 

I

し
ぐ
は

^

1

1

る
M
 

f

市
場
を

0 

湖
ビ
し
て
製
當
ず
、

2

碑

3

_

¥

4

5_

心
く
雷

 

個
の

5

業 

5

維
<

「

着

S

:
情
況
农
诞
ず
る
を
得
す
、爲

t
 

t

i

■

_

s

側
に
生
じ
て

f

.;'
,
i
:
>
r 

市
，場

-と
.
0

^

I

r

^

^

3

、M

^

r

M

_

g

^

,

^

^
 

じ
て
、#

A

.
は
純
然
た
る
營
利
業
^
た
る 

商
入
を
目
的
と
し
て
勞
作
し
、商
人
は
唯
だ
貨
物
の
販
賣
を
國
內
，若
し
く

k

國
外
に
於

V

掌

る

: 

を
職

W

す
る
に
對
し
、工
業
者
は
ー
定

0
報
酬
に

«
し
、前
者

^
依
か
て
，統

-
せ
ら
れ
た
る
經
營 

の

1

部

局
を
行
ふ

R
至

る
な
り
。

®

し
て
前
代
の

生

産
、市
場
及
び
價

_

に
關
す
る
諸
制
度
は

：
. 

今

や

其

存
在
の
理
由
を
.失

a

て

漸

次

廢

棄
.

せ

ら

咖

，
啻

ぬ

，
消

则_

^

保

.
義

办

み

ゼ

以
て

E

r l
:

り

：

A

ぜ
：ず

_

產
’の
獎

B

を
以
て

.第
..
'：「

の
：
目

的

一

は

一

は
國

家

が

典

#
權

を
自
己

Q

手
に
收
め
た
：る
に
因
り
、他
は

其
.組
合
員
相
互
間
の

,
兔

J]

に
調
和
を
缺
，き
，各
職
，業

.は
組
合
の
勢
力
を
以
て
.制
御
す
る
こ
ビ
能
は
ざ
る
迄
に
益
令
廣
猫
こ

赴
き
、典
大
を
致
せ
る
ょ
り
し
て
漸
次
、其
威
傲
丨
ど
網
ガ
と
效
用

W

を
喪
び
、工
業
：：上

.:
愈

>

顯

著
.

な

る

社
|

會

；
上

の
.

：
一

階

級
^

爲

：h

、
最

早

親

：
方

：
の

資

格

を

得

る

ブ

過

程

れ

る

祀

非

ず

し

；

:そ
勞

«

を
目
的
と
；せ

る

一
.

個
觸
立
：

'0
職
業
，ビ

化
し
、特
殊
の
見
解

と

利
害
ビ
を
有
す
る
勞
働
階 

級
の
：
發
：生̂
,
.見る
ぢ
と

：
、

^

;;
:新
大
陸
に
於
け
る
鑛
坑
の
發
見
は
著
し
く
歐
洲
の
通

**
を
增
加
せ
し
め
た
り
。
主

^
し
て 

:
::
物
：々
取
引
に
基

*
を
置
け
る

”封
‘建
的

*
經
濟
時
代
：は
新

.た
な
る
貨
幣
經
濟
の
前
に
其
道
を
讓

.

第

十
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ン
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六
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論

Sty
-

力
ソ
チ
リ
メ
 4

概
論 

第

十

诚
六六

::
れ
り
、而
し
て
後
，
者
：
の
：

_

圆
は

' 到
る
處
に
據

l!
s
し
つ
ゝ
あ
る
な
ぅ
。

.
滩
m

は
®

に
迅
速

ビ
镩
り
、
 

.遠
隔
の
交
通
は
觅
に

«
繁
，ミ
爲
り
，都
市
生
活
及
び
動
產
を
觅
に
重
管
爲

b

つ
、
あ
る

f

 

o 

斯
く
て
全
國
土
及
び
全
人
ロ
は
合
し
て

 

一
'大
販
路
ニ
大
市
場
と
爲
り
ひ
、
あ
る
な
り
。

.

.

時
人 

: 
一
::
:
ほ
逭
個

0
事
實

“

據
り

モ
貨
幣
を
以
ー
て-細
來
の

®

な
'
&
ど
做
し
、そ
は

.：常
に
絕

1
ず

J

m
に

0

 

.要
せ
ら
れ
、而
し
て
興

.所
有
者
の

〗

手
中
に
有
ゆ
，る
他
の
貨
物
を
取
得
.す
る
の
力
を
與
ふ
る
も
の 

な
ぅ

.

V
J

思
0
す
る
に
至
れ

V

。
而
し

.て
先
づ

Firenze, 

veszia, 

G
e
n
o
v
a

に
典
り
、和
蘭
及
び
英
國 

に
於
て
發
達
し

^
る
_
好
業
は
繼
て
傘
灕
上
重
要
な
る
地
位
を
占
む
る
に
至
れ
り
。
 

h
平
和
的
活
動
の
確
乎
た
る
勝
：利
は
當
初
一
時
的
な
り
し
も
，後
に
至
り
：て
永
續
的

V
J

爲
れ
る 

:

4
,
^
'
刺
»

の
發
生

'に
ょ
り
て
徵
示
せ
ら
れ
た
り
デ
へ
這
般
の
制
度
は
ノ

^

^
の

f

定
部
分
を
軍
：事 

へ
：
'
.的
倒

lt
:
:̂
.
&ir
M

R.
®;
V

L

V

り
：て
、他
の
多
數
者
の
勞
働
の
中
止
若
し
く
は
攪
亂
を 

阻
.止
す
る
を
得

!̂
り
。
而
し
て
企
業
者
：對
勞
働

.者

.間
の
確
定

.的
1]
係
は
其
 

_ 

:
:勤
務

‘を
：特
宠
の
職
業

^
制
限
す
る
に
由
ぅ
：て
：可
能
と
爲
れ
ぅ
。

.：而

.

.
 ̂

. 

へ：：

又
'
,主：と
し

.で

.此「

常
備
軍

0
.ー發；達

' u

曲
る

も
办
，
&

‘
^

。

S
も
.，览く

「
勝
刹
と
征
服
と
を
羸
ち
得
可 

;

〔

§
も
0
は
®
ち
*
も
能
く
其

.
®隊
に
支

^
.

|̂
支
挪
ふ

:̂
m
r

財
額
：
^
發
見

bi
#l
た
る
君
主

.に.し

_

t
、最
も
與
敢
な

.る

.取

.隊
を

.有
す
、
.る
も

.■の

.に

.
#ざ
'る

f
s
lれ
，，
h
。
而
'し
て
.Ma

rshalde vauban.

l:

• 

- 

.. 

.

.

—

.
：

，

 

•
.
.
.
.
.

ょ
り
て
佛
國
に
導
か
れ
た
る

/
國
家
|
阶
，防
’
m

0s
-!

細
.難
は
實
，に

^

■

:
. 

.
-
- 

.

.
• 

.

.

.

.

.

.

. 

':

.

.

. 

,'

.

-

.

...

_

,0:
.建
謔
'と
，其

.

.時
'を

：
同

ズ

ひ
a

.

.

.

:
>:
:

^

6 1

な

-?
)
'。

#
:國
民
は
孰
れ
も
皆
國
，力
充
實
の
爲
に
努
力 

し
、而
し
て
彼
等
の
：中
に
在

b

y
强
大
な
る
も
の
は
他
に
對
す
る
饞
越
を
得
ん
ヾ
し
す
る
に
急
な 

り
し
が
故

に

、a

r -

政
治
的
方
面
と
等
し
く
經
濟
的
方
面
に
於
て
も
，亦
激
烈
な
.る
爭
鬪
は
開
始 

せ
ら
れ
た

b
、而
し
て
統
治
脔
は
後
者
に
於
け
る
勝
利
を
以
て
前
潘
に
於
け
る
優
越
に
對
す
る 

段
せ
し
て
看
做
し
た
ゑ
。

利

。
#

等
は

.都
朮
の
產
業
を
褰
殖
す
可
き
人
爲
的

S

室
ヰ
化
せ
り
。
生
産
の 

.制
規
は
又
輸
出
貨
物

0
;精
段
.ど
低
廉

'̂
を
破
保
し
、以
て
外

_

市
場
に
.於
け
る
國
民
の
地
位
を 

0

0

1

の
自
的
に
供
：

”せ

ら

れ

だ

り

？
，
：而
.し
て
產
業
支
配
の
•權
は
一
部
は
直
接
國
家
に
ょ
り 

v

行
は
れ
た
る
も
而
も
多
く
は
國
家
に

.》

て
特
權
を
賦
與
せ
ら
れ
た
る

-大
商
事

.會
社
を

M

じ
て
行
は
れ
た
り
。
市
，場
ぼ

31
に
：搬

大

せ

り

。/
東
印
度
#
社
が
通
商
贸
易
の
舞
臺
に
現
れ
た

. 

. 

.

.

.

..

.

.

.

 

.

.

.

.

.

る
は
正
に
此
時

'贫
.
0奚
_

策
_

度
會

»

0

«
一
命
は
こ
千
六
西
年
ょ

h

同
八
苗
五
十
八
年
に
及 

パ
1

。
當
初
は
主
し
て
國
碓
收
入

.
の
0

的
を
以
.て
課
せ
ら
れ
た
る
輸
入
品
に
對
す
る
满
率
の

第
十
一
蒸

(
1

三一

七〕

論
脫
マ
ー
ヵ
ン
チ

1
ス.ム概論
 

- 

第
十
號
六
七



f

l
 

cin

ニ八
.
)
.

p

說

T
'ヵン
t

f
概論
.

m

t

,六、 

關
稅
は
後
に
亟
り
て
國
產
保
護
の

S
的
に
供
用
せ
ら
れ
ね
り
。
通
商
條
約
の
期
す

る

所

は

國 

內
市
場

it
於
て
は
原
刺

.品
の
外
、國
外
ょ

:̂
す
る
有
ゆ
る
货
物
に
對
し
出
來
得
る
限

.

c
s

之
が

ft 

入
の
餘
地
な
か
ら
し
め
ん
ビ
す
る
と
共
に
、外
_
市
爆
に
於
て
は
他
國
の
競
爭
を
徘
除
す
る
に 

在
る
も
の
に
し
て
；そ
ば

.又
實

R
外
交
上
に
於
け
る
主
要
の
對
象
た
な
し
な
ぅ

o

植
民
地
は
母 

_
以
.タ
殺
て
の
歐
：别
諸

8
と
交
易
す
る
を
禁
止

せ

ら

：れ
、母
國
に
對
し
貴
金
鳩
又
は

粗

製

品

を

 

ノ： 

>
給
し
、而
し
て
之
が

_

债
岑
し
て
母
國
內
の

"製

造

品

を

收

.

U
1

及
制

の
普
及
は
又
如
何
に
知
識
的
運
動
ど
エ
業
的
發
達
ビ
が
互
に

.相
關
聯
し
、而
じ
て
共 

厝
の
目

^

に
が

a

て
作
用
す
可
き
運

命

を

：
有

す

る

や

を

•
示

す

も

の

な

>

9

0此
，時
弋
を
近

3

て
，
 

基
督
敎
鞀
學
た
る

«
s

@:_(scholasticism)
の
束
縛

ょ
々
解
放
せ
ら
れ

ん
と

す
る
近
此
哲
學
の 

努
力
は

徐
冷

集
現
せ
ら

れ
f

。
そ
は

3

.

1
五
紀

k

於
I

準
備
的
運
動
の
連

f

 

K
 

T
表
れ
、而
し
て

f

六
世
紀
の

經
過

に
於
そ
#

極
的

S

十
七
世
紀
の
前

半

に
於
て
赞

S 

ぎ
に
完
成
せ
ら
：れ
た
り
。

本
源
の
資
料
に
據
れ
る
古

.典
文
學
の
研
究
は
復
興
せ
り
。

新
*
に 

發
项
せ

ら
れ
•左
る

印
刷

,#
は
：
古
典
の
.流
布
：を

可
能
な
ら

し
め

た
H

I

家
は
典
宮
廷
に
右 

,

典

學

者

を

誘

致

嘗

。

新

t

る
f

は
學
問
：I

來
取
扱
は
れ
つ
、
あ

.=,

し
湯
に
し
て

-
-
-
-
-
--

r
=
s
v

少
が
な
る

'«
:度
.に
1§
し
.て
羽

.戦
せ
ぅ
丽

.し

.て
：̂

思
想
„
の
流
傅
し
始
む

.る

.
と
典

ii
'
、愛
.に
« 

作
古
代
希
臘
の
自

to
、普
遍
：にし

‘，

y

思
索
的
な

.：る

.精
神
に
蘇
れ
る
近
代

.生
活
の
發
展
を
賭
た
办
。
 

而
し
て
有
ゆ
る

.新
'時
代

_の
要
素
、煩
鑛
哲

.學
に
對
す
：る
爭

.圓
、文
藝
の
復
典
及
び
斯
く
て
確
保
せ 

ら
れ
‘た
る
與
に

_
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。
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鸟
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ざ
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可
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又
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殊
に

.彼
等
は
手
工
の
殷
を
增
，

50
'し

1]
>
る
に
鋒

め
、之
を
歸
化
法

M

敎
寬
恕

^

す
る
が
儘
に
灌
人

^

機
等
を
使
用
す
る
^
自
电
贫
民
の
救
助
及 

二 

び
使
役
、子
女
の
敎
宵
ド
由
>
て
成
就
し
得
可
き
も
の
と
做
せ
‘：り

:0
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而
し
て
又
資
本
の
高
を
增

加
す
る

♦

か
爲
に
は
上
述
の
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手
段
に
據
る
の
外
、飯
行
の
設
立
抵
當
及
び
譲
渡
の
公
登
記
、偾
務
瞪 

*

の
移
轉
に
關
す
る
法
規
、航
海
條
例
の
勵
行
，原
料
品
の
自
由
輸
入
、諸
般
の
保
譏
法
規
、自
國
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力
t

依
る
輸
出
派
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日
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等
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張
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濟
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；家
が
其
願
業
を
成
す
を
得
れ
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節
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取
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す
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る
の

_ 

，落
を
有
す
る
も
の
と
看
倣
し
天
下
に
無
：用
の
懶
缉
な
か
ら
し
也
ん

i

を
期
せ
り
。
而
し
く
自 

然
の
當
源
に
關
し
て
も
亦
荒
蕪
地
の
開
齡
改
良
に
依
り
て
現
在
輸
入
せ
ら
れ
つ
、
ぁ
る
物
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豐
六
十
三
年
議
會
は
小
麥
の
惯
格
が

I

入
せ

I

る
だ
ぎ
一
ク
ォ
丨
タ

1

、ざ
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i

j
超
過
せ
さ
る

S

外
國
產
小
麥
の
輸
入
を
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止
し
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d
l
d 

IV. 

C. 

2.)。®

 
: 
®
く 

:
_
. 

. 

0

1
し
て

I

の
引
上

f

企
圖
し

f

.
'の
み

f

 

v

f

^
 

■

:.
.

:

 

:

l

f
抑
制
ザ
ん
義
め

2

i

效
；高

P

: 

*

ft 

. ‘ 

：

'
' 

■
,
.,
.

. 

‘
. 

- 

' 

. 

.

.

.

.

. 

.
1 

.

’ 

：：•

.

.

.

.
 

: 

. 
, 

. 

. 

. 

- 

. 

.

:
 

. 

. 

; 

I

:

-
;
m
e
r
c

'̂and Jbdl!stry,I909.)o 

•

.

.

.

.

.

.

.

.

'

'

'

;

.
 

. 

: 

. 

, 

.

•:
•. 

■ 

' 

• 

. 

.
-

植
民
地

®
雄
設
を
導
け
る

®
機
も
亦
大
體
に
於
て
經
濟
的
な

^N。

:

植

民

地

は

母

國

，の
利
益

:-
.■.
 

, 

- 
• 

. 

■ 

 ̂
-
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を
助
長
す
可
き
も
の
に
し
で
、之

.を
掼
傷
す
可
き
も
の
に

#
ず
、*
rL
侮

條

例

及

び

其

以

後

に

、於

て
行
は
れ
た
る

「

列
摩

.せ
ら
れ
た
る

」

貨
物
ピ

「

列
擧

‘せ：

ら
れ
ざ
る

」

貨
物
、こ
の
隙
別
は
典
主
要
な
る

,

;

:

.

.

.

.

.

.

.
: 

- 

. 

:

.

:

.

.

.

'.

:■
:
.
-
. .

.
.

'
:

H

§

を
說
明
す
る
も
の
な
り

0

N
e
w

 

E
n
g
l
a
n
d

諸
州
の
主
要
物
産
た
る
魚

 

,

.
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.

.

. 
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.

. 

:
•
-
-
-
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-

:
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.

如
き「

列
'擧
せ
ら
れ
ざ

'る」

貨
，物
は
英
國
船
»
し
く
は
英
阈
议
に
ょ
り
て
所
有

梟
の
四
分
の

.三
ま
で
间
國
民

i

り
成
る
植

^
地
船
を
以
て
輸
送
せ
ら
る
.：\
時
は
大
英
國
以
外

. 

. 

I 

.

.

.

, 

の
如
何
な
る
市
場
に
刹
し
て
も
輸
出
せ
ら

.る
、
を
得
る
な

.ぅ
。
而
も

Virginia

の
煙

^
、

caroHna 

の
米
及
び
嵇
花
並
に

.西
印
度
：
®
.岛
の
砂
输
並
に
海
產
物
の
如

9
特

}■
:
列

擧

せ

ら

れ

た

る

货

物

-

” 

は

煨

重

に

之

を#
國

市

場

の

：爲
；
に

保

留

せb (12 

C
a
n
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3
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し
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及
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瓦
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に
绝
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^
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_

錄
中
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附
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せ
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ず
、
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&
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*
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商
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.
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し
て
其
必

0

の
：貨

物

：を
低
、廉

：に
；

_
:入
す
る
を
得
せ
し
め
、貨
物
の
輸
送
ょ

6
生

ず

る

利

_

を
母 

:

:
國

^
手

中

に

入

ら

し

：，め
、
;̂
:つ
：
植

挞
^

へ
ん
ビ
す
る
も
の
は
明
か
に
其
目
的
た
り
し

1

6
。
即
ち
植
民
地
の
利
益
は
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國
の
一
般
的 
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第十號'
.
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幸
厂
ビ
思
惟

せ
ら

れ
た
る
、
の
、
下
位
に
置
か
れ
た
る

'

な
、
o

 (Beer, 

Corhmercial 

P
O

H
C

y

 

of 

E
n

g
­

land: t
o
w
a
r
d
s
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A
m
e
r
i
c
a
n

o
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I
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a
e

s
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I
c o
9

3

.

o

o
i
u
l
a College 

s
t
u
d
i
e
s
.

參
照

 r
-

.而
し
て
植
兌
也
貴

岁
は

一

版
商
業
に
於
け
る
と
等
し

•

く
獨
占
的
商
事
會
社
に
ょ
り
て
行
は
る
、
を
普
通
と
せ
り

C 

來
印
度
會
社
は
楚
等
の
も
の
、
內
最
も
顯
著
な
る
も
の
な
，

o

し
な
り

O

0
1

 

- 

-
V

■
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:

.
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:

: 

:

'

;

:

斯
く
の
如
き
政
策
は
旣
に
或
程
度
迄
第
十
四

2£
世
紀
に
於
て
實
施
せ
ら
れ
た
る
が

(

早
く
旣 

に
一
千
ニ

]-
1
ニ
十
ニ
年
に
於
て

>
3叫
0ロ
王
に
し
て

warcelona

伯

/a
る

Jaime 

f
JL
*
は
航
海
ぁ
例 

を
發
し
、總
て
の
外
國
船
舶
に
對
し

w
i
l
o
n
a

の
船
舶
が
何
れ
も
航
海
を
行
ふ
の
用
意
な
く
又 

資
格
な
き
に
非
ざ
れ
ば

I

I

F
及
び
其
他
の
地
方
に
向
つ
て

U

に
於
け
る
貨
物
を 

a
-
f
tす
る
を
禁
じ
た
り
。
其
目
的
ど
す
る
所
は

L
o
v
a
n
t
,

に
對
す
る

.

Catalonia 

A
の
.贸
為
を
粉 

破
す
る
に
存
し
た
る
な
り

)

第
十
六
世
紀
に
入
る

.に
及
び
，て
マ
ー
ヵ
シ
チ
タ
：ズ
ム
の
影
響
は
漸 

く
著
大

^
爲
れ

b
。
史
家
が
獨
逸
皇
帝
に
し
て

K
班
牙
國
王

^
り
し

I

五
世
の
治
世
を
以 

て
歐
汫
に
於
け
る
新
社
會
制
發
生
.の
時
代
ぐ
賢
做
す
に
於
て
一
致
す
る

亦

、

故
欢
き
に
非
す
。

洵
R
:,彼

の
治
世
ょ

P
し
て
急
激
に
し
て
深
甚
な
る
變

化
は

.文
明
の
進
路
に
生
じ
た
り
。

M

想

P
K
^
b
f 
h
< 

!

» 

I
r

.努

シ 

f
-
:
r
:

?
r
a

 

I 

t 

«
i 
ン

比
皆
國
ビ
筝
し
く

—

i t
せ
ら
れ
た
り
、而
し
て
世
界
は
雜
多
の
世
紀
を
經
て
玆
に
初
め
て

S

 

ビ
自
由
と
の
間
に
於
け

る

決

_

に
敎
し
て
召
集
せ
ら
れ
た
る
の
：

.觀
ぁ
：

&

。

51
1

米
利

加
大
陸
の

.
 

發
見
、西
班
牙
よ

!)
の
.
マ
ク
广
人
放
逐
、宗
敎
改

.韋
、黑
人
賣
買
等
は
彼
と
時

.代

•を
‘等
し
ぅ
し
て
起 

b

た
る
も
の
な
り

き
。

都
、市
經
濟
の
時
代
は
去
ぅ
て
、少
數
の
，

中
：央
.集
猶
的
大
國
家

は
歐
洲
全
，
 

土
を
彼
等
の
間
に
分
；割
せ

トノ
、而
し
て
彼
の
採
れ

.る
貨
幣
改
惡
、賀
易
の
制
限
及
び
禁
止
の
政
策 

は
又
幾
多
の
模
做
者
を
出
す
に
至
り

B
B
l
s
q

s.H
i
s
t
o
i
r
e

 d
e
s
c
o
n
o
m
i
e

 

P
O
K
t
i
q
u
e

 e
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u
r
o
o
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1
8
3
4
0
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英
國
に
於
て
は
其
商
工
業
を
政
府

‘の
.支
配
下
に
誘
致
せ
ん
と
す
る

E
d
w
a
r
d

一
 

世
の
努
力
及 

びE
d
w
a
r
d

H
世

の

自

由

交

‘易

政

策

は

纏

て

 

>
,丨
ヵ
；
シ

チ

リ

ズ.ム
の
晚
：代
を
導
け
り
。
第
十
五 

世
紀
に
於
け
る
斯
制
度
の
發
達
は
英
國
商
人
及
び
外
國
商
人
即
ち

m
a
n
s
a

商
人

S
の
©
成

®
な

 

る「

市
場
商
人
 

Merchants of Staple 

又
ば staplers Merchants A

d
v
e
n
t
u
r
e
r
s
®

社
ど
の
競

银

 

0
W 
並 

に E
d
w
a
r
d

 

四
世
の
資
易
制
规
に
求
む
る
を
得
可
し
。
即

ち

s
w
a
r
d

一
 

世
時
代
よ

办

以
前
に
在 

办
：て
は
英
國
の
輸
出

®

®
は.主

k

し
て

.外
，國
商
人
”殊

にHa
n
s
a

商
人
に
よ
ヶ
て
行
は
れ
た
る 

'が
、̂

場

商

人

の

商

：社
：は.今
：や

致
^̂
^̂ 

出
を
獅
占
す
る
に

^
れ
.り
。
彼
等
は
其
商 

社
の
起
源
を

H
e
n
r
y

三
世
の
治
世
に
於
て
有
す
ビ

»
せ
り
。
重

®

®
出
品
：は

.羊
毛
、羊
皮
、苹
、錫
及 

饿
十
三
卷(

ー
ヨ
三
§
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說

了
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す
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' 

ぴ
鉛
な
る
も
特
に
！
要
な
る
も
の
は
羊
毛
な
り
し
な
り
。
而
し
て
大
陸
に
於
け
る
一
足
の

 ̂

所
，は：王
權
：に

よ

是

等

貨

物

：の
蒐
集
、檢
分
及
び

®
定
せ
ら
る
可
き
獅
占
的
市
場
と
し
て

M 

足

せ

ら

れ

た

ら

、是

：即
：ち
：

staple「

に
し
て

-皆

^

”
は
其
輸
出

#
な
!)
:
。Flanders

のB
r
u
g
e
s

は
多
く 

K
奴
在
地
な
メ
し
も
，而

.も
：英

_

玉
，は；通

.商
上
よ

■ヶ
も
寧
ろ
專
ら
政
治
上
の
理
由
に
因

.
4て
屢 

々
之
を
他
の
大
陸

.都

.带
、例
へ
ば

Bergen, D
o
r
t

及

'び

0
巴
&
等
に

.移
せ

4
。
:
加
之

E
d
w
a
r
d

 
ニ
世
は 

內
..國

南

場

を

擗

定

：，
，し

、
| 

:
千
.三
百
玉
十
三

〗

年
に

.は
之
を
全
部
國
內
に
掀

.去
，せ
を
。
而
し
て
英

_
 

の
織
物
エ
業
泳

^
く
施
要
と
爲
る
に
際
し
、

^crcl̂
nts Adventurers

は
其

#

在
を
觅
る
に

S
う
、
M 

し
て
，
其

成

立

の

當

初

よi
し
て
毛
織
物
の

.輸
出

.を
以
て
最
も
重
要
な
る
：事

'業
ビ
な
せ
る
な
う
。
 

同
世
紀
末
に
至
る

.迄
に
ャ
ー
ヵ
ジ
チ
ー
ル、シ
ス
テ
ム
の

 

一
«
的
特
質
は
明
確
に
表
顯
せ
ら
る 

、
に
至
れ
り
。

»

^
Q
o
l
d
w

B*
. Sm

i
t
h

の
所
言

.の
如
ぐ
、英
の

Tû
ior

王
國
：は
中
層
階
級
の
上
に
依 

賴
せ
る

■も
の
な
り
。
同
階
級
は
長

^V
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